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５ 東京商圏 

東京商圏は、東京都に接する京浜東北地区、東部Ⅰ地区、西部Ⅰ地区、西部Ⅱ地区の地区

内の市町村で形成されている。東京商圏は総じて縮小しているものの、西部Ⅱ地区では拡大

がみられる。 
京浜東北地区、東部Ⅰ地区、西部Ⅰ地区の３つでは、東京商圏内の市町村数は１１から９

へと減少した。また、都内流出率もすべて減少している。 

西部Ⅱ地区では、準広域型商圏都市の入間市が加わった。地元吸収率の高い市における流

出の増加であり今後が注目される。 
 

（％）

平成１７年 前回との差 平成１２年 平成７年 地元吸収率 流出率

京浜東北 ⑤ 蕨 市 11.1 ▲ 4.0 15.1 12.9 45.9 川口市(20.8)戸田市(12.4)

③ 戸 田 市 10.5 ▲ 9.2 19.7 16.3 67.4

② 川 口 市 8.2 ▲ 0.6 8.8 11.7 79.7

⑦ 鳩ヶ谷市 4.8 ▲ 3.9 8.7 10.3 8.2 川口市(78.0)

東 部 Ⅰ ⑤ 八 潮 市 14.2 ▲ 3.2 17.4 18.3 36.8 草加市(30.9)

③ 草 加 市 12.2 ▲ 2.8 15.0 17.1 69.0

③ 三 郷 市 11.8 ▲ 2.8 14.6 18.7 60.3 県外(11.3)

② 越 谷 市 6.4 ▲ 2.7 9.1 11.3 77.9

⑥ 杉 戸 町 3.8 ▲ 0.9 4.7 10.6 17.1 春日部市(29.7)久喜市(26.4)その他(10.5)

西 部 Ⅰ ⑤ 和 光 市 38.6 ▲ 1.2 39.8 42.2 45.1

⑤ 新 座 市 33.9 ▲ 4.4 38.3 40.0 47.4

⑥ 朝 霞 市 20.0 ▲ 2.3 22.3 24.3 22.2 志木市(19.1)和光市(15.8)

④ 志 木 市 15.3 ▲ 0.3 15.6 13.5 58.4

⑤ 上福岡市 7.2 ▲ 2.3 9.5 13.3 50.9 大井町(16.8)川越市(13.2)

⑤ 富士見市 8.0 ▲ 6.3 14.3 17.8 31.4 大井町(20.1)志木市（12.6)

② 大 井 町 6.5 ▲ 3.9 10.4 8.7 69.9

⑦ 三 芳 町 6.5 ▲ 2.3 8.8 15.8 12.0 大井町(31.8)富士見市(12.3)

西 部 Ⅱ ⑦ 旧名栗村 25.0 3.3 21.7 20.8 1.0 旧飯能市(67.7)

② 入 間 市 11.4 2.4 9.0 14.3 72.1

③ 所 沢 市 10.9 ▲ 1.4 12.3 13.0 78.5

12 ▲ 1 13 19

（注） 網掛け部分は、１０％未満のため、商圏範囲には含まれない

※ 商圏都市分類　②準広域型 １、③地域型 ４、④準地域型 １、⑤地区型 ４、⑥準地区型 １、⑦近隣型 １

地区

図表３－２６　東京商圏

市町村名
東京都への流出率 【参考】　地元吸収率、流出率（ただし、１０％以上）
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６ 他県商圏 
他県商圏は、他県に接する４つの地区内の市町村で形成されている。他県商圏は県の北部

を中心に拡大していて、隣接する群馬県の影響がみられる。 
千葉県と接する東部Ⅰ地区では、吉川市が外れた。地区の他県流出率（４．８％）は横ば

いで、また地区内市町の他県流出率は、増加と減少が同数になっている。 
群馬県、栃木県、茨城県に接する東部Ⅱ地区では、栗橋町が外れた。地区の他県流出率 

（１０．０％）は前回から１．６ポイント増加し、また地区内市町の他県流出率は、増加５、

減少４、横ばい１になっている。中でも加須市の他県流出率は９．０％で前回から５．３ポ

イント増加している。 
群馬県に接する北部Ⅰ地区では、南河原村が加わった。地区の他県流出率（４．６％）は

前回から０．４ポイント増加し、また地区内市町村の他県流出率は、１２市町村のうち９で

増加している。 
県の最北部に位置する北部Ⅱ地区では、本庄市が加わった。また、地区の他県流出率 
（１５．６％）は前回から０．９ポイント増加している。 
 

（％）

平成１７年前回との差平成１２年 平成７年 地元吸収率 流出率

東部Ⅰ ③ 三 郷 市 11.3 ▲ 0.9 12.2 16.9 60.3 都内(11.8)

⑥ 松 伏 町 10.9 ▲ 1.9 12.8 18.4 28.0 越谷市(35.0)春日部市(10.0)

⑤ 吉 川 市 8.6 ▲ 1.4 10.0 7.1 57.6 越谷市(11.1)

東部Ⅱ ⑦ 北川辺町 84.9 ▲ 0.6 85.5 67.7 0.8

⑤ 羽 生 市 17.3 4.9 12.4 5.4 40.1 熊谷市(13.2)加須市(12.6)

⑦ 大利根町 14.0 ▲ 0.3 14.3 2.8 0.9 加須市(25.4)久喜市(27.8)栗橋町(16.5)

⑦ 栗 橋 町 8.6 ▲ 3.3 11.9 4.9 22.8 久喜市(49.2)

北部Ⅰ ⑥ 妻 沼 町 18.1 ▲ 4.2 22.3 22.0 24.2 熊谷市(40.9)深谷市(11.8)

⑦ 南河原村 12.0 9.9 2.1 3.4 0.0 熊谷市(54.2)行田市(25.3)

北部Ⅱ ⑦ 神 泉 村 58.5 ▲ 7.8 66.3 79.4 0.0 本庄市(26.8)

⑦ 神 川 町 31.1 ▲ 12.5 43.6 44.6 0.3 本庄市(31.7)児玉町(12.2)

⑥ 上 里 町 16.5 1.5 15.0 16.7 26.2 本庄市(44.9)

② 本 庄 市 13.8 5.7 8.1 9.3 68.2

⑥ 児 玉 町 12.9 2.5 10.4 15.0 27.1 本庄市(45.6)

秩 父 ⑦ 旧大滝村 0.0 ▲ 10.2 10.2 2.9 山梨県 0.0 旧秩父市(83.3)熊谷市(16.7)

12 ▲ 1 13 8

（注） 網掛け部分は、１０％未満のため、商圏範囲には含まれない

※ 商圏都市分類  ②準広域型 １、③地域型 １、⑤地区型 １、⑥準地区型　４、⑦近隣型 ５ 

商圏内市町村数

群馬県
　太田市
　伊勢崎市

群馬県
　高崎市
　伊勢崎市

茨城県
栃木県
　古河市
群馬県
  太田市
　館林市

図表３－２７　他県商圏

地区 市町村名

千葉県
　松戸市
　野田市

他県への流出率 地区に隣接
する県等

【参考】　地元吸収率、流出率（ただし、１０％以上）

 


